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三郷市立小・中学校の通学区域について（諮問）  

 

 下記の事項について、貴審議会の意見を求めます。  

 

記  

 

１ 諮問事項  

北中学校、早稲田中学校及び瑞穂中学校 の通学区域の見直しに

つい て  

 

２ 諮問理由  

三郷市立小・中学校教育環境整備計画（令和２年３月改定）では、近

年の三郷中央地区における人口増加の影響によって、北中学校が３１

学級以上の過大規模校になることが推計されております。学校の適正

規模・適正配置の観点から、北中学校に通学区域が隣接する早稲田中

学校及び瑞穂中学校を含めて通学区域を変更することについて、意見

を求めるものです。  

 

３ 答申時期  

令和７年１２月を目途に答申をお願いいたします。  

 



三郷市立小・中学校教育環境整備計画

小・中学校の適正規模・適正配置の基本的な考え方を掲げ、そ
の実現のための手法や手順を定め、児童生徒にとってよりよい
教育環境を整備していくことを目的として、三郷市立小中学校
教育環境整備計画を改定します。

適正規模

≪小学校≫１２学級以上

≪中学校≫１２学級以上

適正配置

≪小学校≫２km以内

≪中学校≫３km以内

適正規模・適正配置に向けた方策

①通学区域の見直し
②隣接校との統合
③その他
・学校施設の改修等 ・学校選択制
・小中連携教育等 ・学校運営協議会制度

検討対象地域と進め方

検討対象とする地域の考え方
①小規模化への対応
・(小)全学年単学級もしくは単学級のある学校
・(中)全学年2学級以下もしくは2学級以下のある学校

②大規模化への対応
・通学区域の変更、既存校舎の改修、仮設校舎の設置

③その他の対応
・隣接校との距離が近い学校

適正規模・適正配置の基本方針

＜小学校＞

児童数と通常学級数

＜中学校＞

生徒数と通常学級数
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小学校 児童数と通常学級数
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実績 推計 ※Ｒ１は５月１日時点

（人）
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中学校 生徒数と通常学級数

３年生

２年生

１年生

生徒数

実績 推計 ※Ｒ１は５月１日時点

（人）

＜文部科学省基準＞
小中学校とも１２学級以上18学級以下

＜文部科学省基準＞
小学校おおむね４Km以内、中学校おおむね６Km以内

三郷市教育委員会 教育総務課 教育環境整備室

適正規模・適正配置の検討のイメージ

小規模化への対応を検討

小規模化への対応を検討

大規模化への対応を検討

資料１
※当該資料は、令和２年３月に本計画を改定した時の概要版です。



学校規模の推移≪中学校≫

学校規模の推移≪小学校≫

〔平成30年度〕 〔令和５年度〕 〔令和10年度〕 〔令和15年度〕 〔令和20年度〕 〔令和25年度〕

〔平成30年度〕 〔令和５年度〕 〔令和10年度〕 〔令和15年度〕 〔令和20年度〕 〔令和25年度〕

※当該資料は、令和２年３月に本計画を改定した時の概要版です。
（注）令和６年４月、前間小と後谷小は、学校統合しています。



早
稲
田
小

各学校の概要
資料２

※ 生徒数及び学級数は令和７年５月１日基準

学校名：北中
教室数：30教室
生徒数：776名
学級数：23学級

円は各学校の敷地の
中心から適正距離の
基準である半径3km
の範囲を示す

凡例
早稲田
小学区

学校名：瑞穂中
教室数：17教室
生徒数：303名
学級数：9学級

学校名：早稲田中
教室数：29教室
生徒数：462名
学級数：14学級

ＪＲ武蔵野線

県道草加流山線

大場川



北中学校 生徒数及び学級数の推移（教室数３０教室）
資料３

※１ 推計は、令和７年５月１日時点の学区内居住人数に基づく
※２ 推計は、学校選択制による入学見込者数を除く
※３ 特別支援学級の推計は、生徒全体の２％として算出



早稲田中学校生徒数及び学級数の推移（教室数２９教室）
資料４

※１ 推計は、令和７年５月１日時点の学区内居住人数に基づく
※２ 推計は、学校選択制による入学見込者数を除く
※３ 特別支援学級の推計は、生徒全体の２％として算出



瑞穂中学校 生徒数及び学級数の推移（教室数１７教室）
資料５

※１ 推計は、令和７年５月１日時点の学区内居住人数に基づく
※２ 推計は、学校選択制による入学見込者数を除く
※３ 特別支援学級の推計は、生徒全体の２％として算出


